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一「早稲田文学」明治四十三年七月一日発行（第五十六号）に狼
ったr徒労』は、
誇大妄想狂の沢井壮吉の異常な行動によって一
家が振り廻され、
父が
その養育の徒労を嘆くといった救いのない
小説である。
ある魚屋の二階
It oo
借りする壮吉は、
三十四歳にな
るまで一銭も稼ぐことなく、
月々親から十五円の仕送りを受け、
天主教による貧民救護所の設立や日露貿品を夢見て暮している。十年程前、
まだ一家が中国地方の山間にあった頃、
東京にいた彼
はその抱負を父 害き送
り、
大金を請求したため
に、
故郷に迎れ
戻され、
偏執狂の病名のもとに、
療養生活を余儀なくさせられた。�
その
彼が一家の上京と共に上京し、
自分の事業の実現のために、
再び一人暮しを始めたのである。
日露貿易を説きに立ち寄った先輩の哲学者から
、あ
まり空想に
走らず、
手近な所から着々と始めるように忠告された壮吉は、
そ
けら9‘
3
れを吝臭い量見ときめつけ、
慕口の中の守り本尊のペテ0像・マ
リャの旗・珠数と印を確めて心を落ら著かせる。宿へ知ると和歌山に旅している友人の日
笠から絵葉害が届いている。そこへ角帽
をかぶった弟 其造が現れる。
真造は、
兄のいない跡の家を任さ
れ、
困っでいると告げるが、
壮吉はとりあわず、
自分はある新聞
社へ出勁する筈であることを口走り、
お菜子を御馳走すろ。其造
は、
「只一人の兄、
只一人の相該相手が、
あの肩を揺ぶつて歩い
か會
てゐる男なんだ。
燭のやうな目で自拗車の後ろを見送つてゐる男
なんだ9と 今更のように兄を頼りなく思う。真造
の言によれば、
彼の家の財産
思った程なく、
父は別居する予定で、今のよう
に家族が居喰いを続ければ、
忽ち底をついてしまう危機的状況に
あるという。
真造の感じた壮吉の燭の目は今後重要な意味を持つ。
外へ出た真造は、兄の友人日笠の家に寄
るが、
彼はまだ旅から
戻らない。自分の家へ帰ると、
両親は、
尾道からという妹お団の
縁談に
ついての手紙を読んでいるが、
あまり気乗りがしない様子
である。
父は用箆笥から帳網を出して金勘定を始め、
その「目の
け
tt
次第に険しくなるのを感じ」た其造は麻気がさして風呂に行く
。
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．帰るとお種が一人腹這いになって雑誌を読んでい
る。
お種は、
も
っと学問をしたいと言い、
女の学問は贅沢だという哀造に対し、
女の権利を主張 、
母が父に対してもっと強く出るぺきだとの意
見を述ぺる。
父は留守であろ．
母もいないと妹は階下
へ下りて視察してきた。
真造は、
母が父
の囲う妾の所へ駈け込ん
だのではないかと不安にかられる。
＋年
いだし
前にも、
父が囲った女に気づいた母が院足で踏み込み、
ランプ
を
叩き落す騒ぎがあった。そこへ母が帰ってくる。
「母の目付は異
様に光つて小気味悪く見えた3 の の目は、
父の裏切りを疑う
目付である。母は、
大野老人に相鼓に行って来たという。大野に
よれば、
自分のものは子供にも譲らない、
金も持っていなければ
淋しいと父は言っているという。
真造は、
せめてお種を財産家に
片付けて安心すると共に、
父は大切な金だからなくしはしまいと
言って母を慰めろ。
そこへ突然格子戸が開いて壮吉が顔を出す。
壮吉は、
護因寺の帰りだが、
「何だか気掛りだったから、
一寸寄
つて見た」と言って、
すぐ帰ってゆく。
哀造には、
「昼に見た醜
い兄の頻が物複く思はれた
9
この兄の領の物漿さが、
先述の蠣の
目を迎姐させ、
こ
の一家に訪れている危機を暗示する。
夜が明けると二陪へ父が煙草盆を提げて上って
くろ。
父の顕の
しわ
あたり
「迫った用の閥には高く鰍が寄つて目の辺にはほ味があった3真造は父の目を避けてそそ
くさと登校する。父は階下
に下りて、
雑
誌を読むお種に裁縫 習うように園めるが、
お団が抵抗するので
機嬢が悪くなる。所在なく坐っている父を、
母は仕事をしながら
「白目を寄せてはチラ＼父の方を疑ひ深く見」る。
田舎にいた
時分の父は、
少しずつ貯ろ金を数えるのを楽しみにしていたが、
今はその金が減ろのみで心細い。
午飯をすました父は、
大野老人
を尋ねる。そ 老人は、
彼の私塾の友逹で、
若い時多少の金も貯
めたが、 すっかりなくし、
息子の仕送りで細々と幕していろ。
父、
即ち沢井吉文が職を失●て後上京したのも、
この老人の誘い
に乗ったからであ
る
。父は、
若い時苦労をした
代償に、
老後はち
っとは気儘にし いとの望みを訴え、
老人の同意を得て、
財産の
分配に立ち合 て真う約束をすろ。
I 
二三日の間一家は平穏であっ
た。
外出したくてたまらなかった
一4 
お種は、
思い切って外出するが、
行き場所が
なくて兄の所へ寄る。
I
兄には、
昨から戻ったばかりの日笠が来てお
り、
日笠は兄の大言
壮語をもて余し気味に聞いている。兄
は、
窒貞を決意し、
その誓
いによって、
一族の雲魂が救われると説く。折をみて日笠は灼る。
しん
そのあ
と、
お種は気味が悪く、
ランプの心をあげて明るくすろと、
兄は、
明ろくすると外から見えると言って、
妹の手からランプを
わい
奪い、下へ団 て
心を引込めろ。
彼は心を引き立てて眠入らぬよ
うに努め
「陣暗い中に白い目が開いたり閉ぢたり」する。気味
悪くなったお団
こっそり帰
ってゆ
く
。
う
とうとしていた壮吉
あたり
は、
辺の閉躁に驚いて目をさまし、
ランプを消して外を覗く。
彼
の事業を妨害する奴が屋根のあたりで見張って居
りはしないかと
思ったか
らである。そこへお種の報せで心配した母が尋ねて
くる
が、壮吉は逆に母をいたわり、おだや
かに寝
に就い
たので、母は
安心して帰る。
．
翌朝壮吉が
目を党ました所
へ、母と弟
がやってくる。母は壮吉
の汚れ物を出 たり、部屋を片つけ りし
て、自分
もここへこよ
た
U
うかねなどと言い、
「浪い目に
も微笑を湛へて坐」る。しかし、
よそ
母はまた人相が変るので、真造は「目を他所へ向け」る。母は、．父の妾につい
ての屈痴をこぼし、子供達に家の危機を訴える。壮
吉は、「先日家の前を通った時も 何だ 変な奴
がウロ／＼して
ゐるやうで気になつて寄つて見 んだが、矢張りさうだった」と言う。母は「どんな人だい、それ
は。女かい男かい
。女ぢやな
い
の3と気色ばんで
訊ね
る。母は、明ら
かに
妾
を意器するが、壮吉
は、澳然 自分の計面を距霰する悪い奴だと考える。
壮吉は母
の
●つげ
保護を約束し、母は睫に涙 ためる。真造は、母迄気
が変
になっ
たので
はない
かと思い、母
の
顔が不図な悪相を帯がているのに気
づく。哀造は母を
連れ
て帰る。
壮吉は、
その夜突然自分の家に帰り、
「格子を開けて茶の間へ
上つて、突立ったまA目 据ゑた1彼は、折からの夕食に
も目
も
くれず、今夜
から家へ留ろうという。両親の同意を得た彼は、三
そばだ
翌の間に床を延ぺた
が、一向に眠
ろうとせず、「目を開け耳を笠
てA‘絶えず家の中
の物音に気を付け
」、少しでも音がす
るとマ
＂ッチを擦るので
9
一家の者は眠れずに夜を過す。翌日、魚歴の二
階から荷物を迎ばせ
、日笠にのみ転居を知らせる。駈けつけた日
笠も、事の急に驚き早々に帰る。
ヽi
夜になると壮吉は、「豆ランブを手にして二階や階下を隈なく
忍び足で歩」き、「母
の寝顔や父の寝額に目を
擦り寄せ
ては見廻」
わ童會
ゎ令母は驚いて「寝衣を引き摺つて、閣明
るい火影に白い目を曲
かしてゐる
男」に身震い
して家族の者を呼び起す。壮吉は自分一
人が
寝ずの番をするのだと甘い、家族も仕方なく「底い目を張つ
て」
夜を過す。
壮吉
の寝ずの番は毎夜続き、その顕は見るも複くな
った。
その
騒ぎで父の別居の計画は延び延びに
なり、父は子
供の狂気に今ま
での養育の徒労を腹立たしく思うのであった。
この小説の中で特徴的なの
は、家族の各人が各様に兄せる異様
な目で
ある。ま
ず壮吉の目は、哀造によっ
て、
「蠣のやうな目」
と言われる。この目はまた、お種によっ
て、蘭暗い中に開いたり
明じたりする「白い目」としてみられ
る。この「白い目」
を母は、
寝ずの番をする壮吉の顔に見出し
て震え出す
。この壮吉の「螂の
ゃうな目」或は「白い目」はいったい何を見ているであろうか。
けわ
一方、父も一度だけ険しい目をする時がある。それは用節笥か
ら般簿を出して金勘定を始めた
目で
ある
。母は、絶えず異様に光
った目
をしている。
それは父の
不身持を監視する目である。母は
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．仕事をし
ながらも「白
目を寄せてはチラ／＼｀父の方を疑ひ深く見」
る。真造は、こうした両親の目が不気味で、なるぺく目を
そらす。
壮吉と母の蠣の目或
は白い目は、その表情に没味を感じさせろ。
壮吉が不意に実家に立ち寄っ 時の顔に、「物康さ」が現れ、母は、常に澳い目をしており、寝ず
の番を始めた壮吉は、「次第に
疫せ衰へて、見
るも衷くな」る。この蠣の目或は白い目、物殴さ
に注目するなら
ば、こ
の小説は、おのずから、「太賜」明治四十
一年八月一日発行（第十四巻第十一号）に戟った白鳥のr殴い目』を思わせ
る。
この小説の主人公帆田常造は、ある工場の集金掛で、年
は
五十
を越したばか
りだが、
ま
るで老人の如く杖をつき、一銭も無駄に
せず
、金を貯め、その勘定をす
ることに無
上の喜ぴを感じていろ。
若い社貝の香川が、病気の帆田
をいたわると、帆田は
香川に「牡
蠣のやうな目」を向ける。香川は、「金が欲しい、帆田には無用の金だが、自分には生きて役に立つ9という雑念
を起す。その雑
念はすぐに消えるのだが、次第に夜ねられなくなり、老人の金欲しいと思うと同時に、そ 「牡蠣のやうな陵い目」を妄想する。そのうち、帆田
は病気で倒れ、香川が見舜うと
恐し
い顔をして防
禦する身構えを示 。香川は、その悽い目に脅え、遂に他に転居する。この「牡蠣の目」が『徒労」 再び現れ のである。
この蠣目は、『日本国語大辞典」
による
と、泉鋭花のr婦系図』
后
t霜で年諸辟吐翌⑬駐謂転迂[.)後筒四十
と四
十一に、
それぞれ、
つじ●も
それ
,0途中で辻待のを屈ひますと、気が精きませんでしたが、其が
かたかたか會O
Uは
貴下、片々蠣目のやうで、其の可恐らし
い目で、時々振返つ
ては、あの、幌の中を覗きましてね、私はどんなに気味が悪ぅCざんしてせう。ょひゃみ
なり
0宵暗でも、貸下の其の態ぢや恐しく目に立つて、どんな事で
かe
め
又其の蠣目の車夫なんぞが見箭けまいも
のでもありません。
と見えろ。「蠣目」の意味は、蠣のよ
うに白く濁った目
のことで
あろ。錢花の「片々蜻目」の先例は、曲亭馬琴のr新累解脱物語」
化四年刊、紐帝国ノこ、
bo
か々
奴庫紐鳥琴は作集
さし
も美しかりつ
る女児の、片目は盲て牡燭といふもの押当
たるCとく、
と指摘される。鋭花の用法は、馬琴の続本に源流があった。この方面を探索すろと、更に多くの例
が予想されろ。
鋭花はまた
r歌行燈』（JI＃蒜丑評蒜
炉）にも、
あんた貴下もな、按麻の目
は燐や云ひます。
と、按犀の目を蠣にたとえ 。『歌行燈』に
はまた、按摩の目を
白い目で表わ
したところがある。
しろ重なこ
0:； 
．． 
其時、白眼の座頭の
首が、月に蒼ざめて覗きさうに、屋
の棟を高く見た・・・・：目が鋭い。
はず
〇杖を脚許へ斜交ひ
に突張り
ながら
、目を白く仰向いて、月に
小鼻を照らされた。
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かへ
しt“u
0左の一眼ぺとりと盲ひ、右が白
眼 で 、 ぐ る り と 翻 っ た 、 然 も
くるあばた
一 面 、 念 入 の 黒 痘 癒だ 。ぁばた
しる竃なこ
〇痘癒の中に白眼を倒いて、よ
た ／＼ と 立 上 つ て 、
更 に 、 蒼 い 目 も あ る 。
按 摩 の 剣 く 目 は 蒼
か り け り 。
鍍 花 の 怪 奇 趣 味 は 、 目 の 描 写 に よ っ て 不 気 味 さ を 増 す
。 臼 烏
の「瑛
い 眼 」 と 『 徒 労」 の 蠣
目や白い目が鍍花の用例と並行して出てく
．ることは興味深い。果して白鳥は錢花を模倣したのだろうか。
白 鳥 の 使 っ た 蠣 の 目 が 鋭 花 の 受 け 売 り で は な く 、 チ ェ ー ホ フ の
rかき』か
らの借用ではない
か と 指 摘 し た の は 、 中 国 の 留 学 生 黄
幼欣である。黄幼欣は、大谷深氏の「チェホフと日本文学」(gMX悶 虹 非 芯 豆 芯 ” 四 ． ） に 、
白烏とチェー
ホフとの
か か わ り が 、
白 烏 と チ ェ ホ フ の 関 連 に つ い て は 、 既 に 多 く の 人 々 の 指 摘する 如 く 、 ま た 自 ら も 「 私 自 身 に つ い て 云 っ て も 、 「 玉 突 屋」
．は
チ ェ ホ フ の 『 眠 い 頭 』 か ら ヒ ン ト を 得 た の
であり
、 『 地 獄 』
に は
r 六 号 室」 を
模したところがある
3(
「日本文学に及ぼ
し た る 西 洋 文 学 の 影 響 」 ） と 述 ぺ て い る よ う に 、 チ ェ ホ フ の影響をはっきり認めることが出来る。（中略）
••
明治四十年二
月
にイブセン会が発足した
が、その席で白
烏
は、
小山内薫か
ら チ ェ ホ フ の 小 品 「 牡 蠣 」 や 「 桜 の 園 」 の 話 を 聞
かされていろ。
と解説されてあるのにヒントを得て、
チ ェ ー ホ フ
の翻訳をあさり、
この子は
、まだ見たこと
のないかきを次のよう
に 空 想 す る 。
そ の 「 か き 』 に 類 似 の 表 現 の あ る の
をつき
とめた。ちなみに、
臼
烏がイプセン会で小山内から「牡蠣」や「桜の園」の話を聞かされたというのは、白烏の「小山内
薫 を 追 想 す 」 ( 5 巧 迂 ば � 翌如 ）
による。
白烏がチェーホフの「かき」
を ど う い う
テ キ ス ト で 読 ん で い た
か 明 ら か
に し 得 な い の で
、 と り あ え ず 、 神 西 渚 • 原 卓 也 ・ 池 田 健
太 郎 訳 r チ ェ ー ホ フ 全 集 』 三 巻 （ か 認盆韮 環 → 特 狂 野如 JI ) に よっ て
そのあらましを述べる。小 雨 も よ い の あ る 秋 の 夕 暮 れ 、 モ ス ク ワ の 大 通 り に 物 乞 い の父と子が立って
いろ。子は目の前の飲食店に「かき」と貼紙
がしてあるのをみて、
そ の 「 か
き」を食ぺ
たいとせがむ。そ
れを問いた通行人の紳士が
か ら か い 半 分 に 、
その子にかきを
振翔う。子は、塩辛い異様な食ぺ物を目をつむって食べ、夜中にひどい咽のか
わ き を 覚 え る 。
こ れ は 、 見 ず 知 ら ず の 人 が 小 僧 に 鮨 を 御 釉 走 し た と い う 、 志 賀 直哉 の 「 小 僧 の 神 様」 を 思 わ せ る 小 品 で
ある。ひょっ
とする
と 志 賀
もこ
の r か き 」 に ヒ ン ト を 得 た か
もしれない
が 、 志 賀 の 場 合 は 、
鮨 を 振 舞 っ た 帥 士 が 小 俯 に 神 様 の
よ う
に思えてくる。それに対し、
チ ェ ー ホ フ の 方 は 、
ひ も じ い 父 に は 目 も く れ ず 、 大 金 を 出 し て 子
に か き を 食 わ せ て な ぶ り
物にする通行人の瞑度がひどく冷酷であ
る。
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ぼくは、
かえるのような動物を思い浮ぺ
ろ。
一匹のかえるが
からの中にうずくまって、
そこか
ら大きなぎらぎら光ろ二つ
の目を見はりながら
、
気味のわる
いあCをもぐもぐ勁かして
いろ。
それからぼくは、
からをか
ぶ
り、
はさみを持ら、
両眼
をぎらぎらかがやかせ、
つる
つろ
した皮膚におおわれた、
こ
の生きものを市場 迎んでくろありさまを、
心にえがいて
みる。
（中略）おとなの人たらが、
それを取って食ぺる。
．．． 
・・・生きたまま、
目玉も、
歯も、
足もそろったやつを1・（中略）
一匹めをたいらげる。すろと、
二匹め、
三匹めのぎらぎら光
ろ目が、
目にうつる。
（中略）かき
は、
目をむいて
にらむ。
見るさえいやだ。
かきのこ
とを考えると、
ぼくはぶるぶろふ
るえてくる。
このかきの目に怯え震える子の姿は、
帆田老人の「牡蠣のやうな
凌い目」に脱まれて身のすくむ思いをする香川の姿に重なる。
思いがけずかきを食わされた子は、
この怯えのためにかきをま
ともに見ることがで ず を瞑って食ぺろが、
そのためにいっそ
うか
きの目が光ろ
.
.
目をあけた さいC、
きっとぎらぎら光る目玉や、
はさみや、
とがった歯が見えるにちがいないーーそんな気がするのだ。
そして、
夜になってもその目が追いかけて
くる。子は眠れない。
明けがた近く、
やっ
とう
とうとし
だし
て
、は
さみを
持ったか
えろの夢を見ろ
。
かえるは、
からの中にすわって、
目玉をぎ
ょろつかせ
ろ。
このように見ろと、
白烏の「漠い眼」の「牡蠣の目」は、
泉鍍
花を経由したのではなく、
直接チェーホフから取り入れたように
思えてくろ。
一方泉錢花の片目の車夫や盲人
の恐しい目付きは、
馬琴の読本の系統のように感じられ
ろ。但し、
チェーホフの影薯
も否定できない。
もう少し用例を探さないと確言できないが、
臼
烏と鐙花の両方の明治四十年以後の作品に蠣の目が現
れることと、
その頃にチェーホフがもてはや
され始めたことと
が、
恐らく関係
すろだろう 思われる。
白烏の用いた「牡慨の目」は、
チェーホフの「かき」の幻想さ
れたそれでもなく、
鏡花の怪奇趣味とも違う。その目
は、
相手の
心理の裏を見通す目であろ。帆田老人は無意識に香川を防衛していろ。
こうみてくると、
「徒労」の壮吉が何物かに向って見据え
ろ鯛の目或は白い目は、
沢井一家を襲う淡然たる不幸に気づいた
ものと言えよう。
狂人であろ壮吉は、
何がそれであるか弁別して
いない。彼の心に去来するの
貧民救護所の設立や日露同盟や、
母の安全をおびやかす黒い影であり
それを撃退するために、
必
死の寝ずの番
を
始める。
それに対し、
父が算盤をはじく険しい目や、
母が父に向ける白
い目は、
ある
個別に向った目である。
父はひたすら財産の減少を
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嘆き、
母は
父の挙動を監視する。
こうした目は、
目の先は見えて
も、
先々の不幸を押し止める力はない。
それに対し壮吉の目は、
金には目もく
れず
、
父の蓄妾も意に介せず｀
自分の
信仰と、寝ず
の番という実行力によって不幸を押し止め
る。
これは
狂人の目を
装っているが、
白烏が常不断物を見て
いた目ではなかろうか。
壮吉の寝ずの番
によってま
ず伺よりも牽制されたのは、
父の別
居の計画である。
父の別居は、
とり
もなおさず妾との同居であり、
家庭の破壊につながる。、
父・母・真造•お種と、
それ
ぞれ自
分勝
手に行動する中で、壮吉ひ り
僕の一族は僕によって救はれてるのに、
それを再び地獄の底
ヘ墜せるものか。
その代り僕が消浄でゐろ限りは家の者は安
心してい
A
んだ。
と、
自信たっぷりである。
その自信を褒苔きするように、
壮吉は
見事に父の別居を阻止する。壮吉の目は、個別を
見る人間の目で
はなく、
大局を見る自然の目ともいうべきものである。
．肉
眼の目が
容易に弁別し得なかった家族の脱出を盲目の目が阻
んだ白烏の小説として、
「牛部屋の臭ひ」（「中央公論」大正五
年五月一日発行第三十一年第五号
）があろ。
改造した牛部屋に住
む祖母おみつと母お夏と娘菊代の女所帯のお
夏は盲目である。
そ
のお夏は「白眼を天井へ向けて、
過ぎ去った影を捉へてゐる」。
四
菊代の、
一度目の夫は兵営を脱走したために死刑に処せ
られ、ニ
度目の夫は 朝鮮へ出稼ぎに行ったきり、
五六年音沙汰がない。
かあ
男迎の悪い菊代に、
お夏は、
「お母は目は見えいでも男の腹の中
はよう分る」と言って
放埓を戒めろ。
しかし、菊代
は、
「どん
なつらい仕軍をしてもいAから、
自分の村と家とから遠ざかりた
かった1そこへこっそり 繁松が帰ってくろ。繁松と密会する
さとリ
か9
菊代にとって、
「盲目で耳の敏い怜悧な母親が家に尻を据ゑてゐ
「乞
るのが」邪魔になった。繁松を舟に泊らせている円太爺IC、じ、
2
食見たいな様をしとろ」と嘲られたお菊は、繁松に「朝鮮へで
も
、
四国へでもお
前の好きなところへ連れて行って下んせ。うちは何
処へでも行くがな。今直ぐ と言ってせがむ。
路用がないとい
と
う繁松に対し、
お菊は「慾しい物は何でも心まか
せに
奪つて来ら
れさ 」な浜屋の土蔵を思い浮ぺ
た。
そして彼女は、
「窓のOOか
nぁ
が
ごみた9
ら石垣を緊ぢて 庭先へ匂ひ上」り、
「石段の脇の埃溜の中
へ身を潜めた1その気配を敏感に察知したお夏は、
「お婆今そこ
から浜屋の底へ誰れか入ったやうぢや 9と呟
き、
浜屋にそのこ
とを知 せにゆく。
浜屋の下女お松の提灯の光に照らし出された
のは、
石垣を飛び下りかねてまとまとしていろお菊であった。浜
屋の人達にいぷかしがられろお
菊の手を取り、
お夏は「狐にでも
っ憑かれたん
でせうぞいな1と口を濁して家に迎れ
て悦る。
この小説の、
貧しい家に拘束されたお菊の脱出を、盲目の母お
夏がくい止める
という趣向は、
r徒労」の、
壮吉の狂った目が父
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の別居を阻むというそれに類似する。盲目の目
は、
個別を見ない
代りに、事態の本質をキャッチすろ。
浜屋の庭先きで発見された
お菊に、
お夏は事のすぺてを悟ろ。
お菊が盗みに入ったことを気さぐ
あし
取られまいと、
お夏は「とぼ／ヽと索り足で川端を伝つて自分の
家へ入」り、
「お母はもう何も聞きともない。
気疎や／＼
． ． ． ． ． ．
9 
ゎeな
と言って恐れ戦く。
目明きのお菊がか
えって盲目のお夏に手を引
かれろこの逆転現象は
物を見る力が物が見える見えないという
肉体的条件によらないことを意味すろ。
同様に「徒労」の壮吉の
狂った目も
、常人の目の届かぬ危除を感じ取ろ。
正常な心理の持
ち主は、
自分の心理の健全さに頼り、
かえって事態の急迫に気づ
かない。
その
点狂人は、
自己を把握していないがために、
不安が
増大し、
その用心深さが破局を未然に防ぐ。
壮吉の寝ずの番がそ
れであろ。
一世の批評家として知られた正宗白烏の目は、
通常の目明きの
目ではなく、
盲目のお夏の目であり、
狂人の壮吉の目であった。
それに帆田老人の楔い目を加えても
よか
ろう。
それらは蠣の目或
は白い目と
して共通する。白い目で見ろとは、
対象に情をこめず
、
冷酷に見ろこ であろ。
白鳥の批評がそういうも
のであったこと
は容易に想像される。r破調平調』
こうした個人的視党に拘束されぬ目は、
第三者の目といいかえ
ることもできる。
これによって無謀な脱出が阻まれた例として、
（「新小説」明治三十九年二月一日発行第十一年第
二巻）と『醜婦』（
「新小説」明治四十年一月一日発行第十二年
第一巻）を挙げろことができる。前者は、
自家の借金と引き替え
に、
気に入らぬ結婚を強いられる川村消が幼馴染で出戻りの佐竹
お須磨と駈け落ちしようとして、
それが友人の嘘の手紙で未然に
終るというのであり、
後者は、
醜婦であるが、
声楽の名手の都烏
伊佐子が、
これも嫌いな結婚を避けるために、
保設者の平田の甥
の種雄に頼り
越後へ逃れようとして、
「誰れが酔典にこんな女
と駈け落ちを」と痛罵さ
れ、
真青になろという話であ
ろ。
いずれ
も、
自分を取り巻く環塊や持って生れた
容貌を客観的に見られて、
その脱出が無惨な失敗に終ろ。
白烏には、
決して甘い炒はない。
現実の厳しさを見据えていろ 点 は、
白烏を最も冷酷な自
然主毅者と評価すろ文学史の記述は誤ってはいない。
けれども白
烏の現実凝視の姿勢は、
決して
そのままの自然を
見ているのでは
ない。一人の人間 歩む人生がどうに
も動きのとれな
いものだと
いう諦観に
似た人生観が白烏の胸臆に厳然たろ事実として横たわ
ろ。
それが少しも技巧のない淡々とした文章で綴
られる。
始めは
日常茶飯事を書いているように見せながら、
最後は恐るぺき鉄槌
をもって、
虚構に逃避しようとする人閻を打ち
砕く。
白烏の目は、
結局天の目と
言い替えることが可能である。
「我が兄」（「太陽」明治四十年三月一日発行第十三巻四号）
は、
優秀な兄が故邸である瀬戸内の沿岸の漁村からの脱出をはか
り
、
船団を組んで朝鮮海峡に遠洋漁業に出掛ける
が、
濃霧に巻か
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れ、
船と船とが衝突し、溺死するというのである。弟の自分
は、
．
IIくる
辛うじて故郷を出ることを得る
が、病気
のために
、生きた骸とな
って下宿に寝ている。自分は、兄の命日の三月五日が廻り来る度
たい<bい
に、「大塊は骸骨の我 載せて、又も一廻転した」と感ずる。人閻は大塊即ち造物主の常に載せ
られている。
この霧の持つ遥命的
な力は、か弱い人間のい
かんとも
し難い
ものである。ここに至っ
て白烏の自然主毅は、象徴 義的な光茫を放つ。
何でもない肉眼の光を
、人を恐怖におとしいれる
鋭い眼光にま
で抽象化してみせ
るの
は、戯曲『光秀
i
紹巴
』
（「中央公論」大
正十五年六月一日発行第四十一年第六号
）
であろ。五月雨の欝陶
しい夜、愛宕山の巡歌を終
えた光秀
と紹巴は、お互いに心を探り
合う気味の悪い会話をかわす。光秀の「時は今天が下知る五月哉」の発句に対し、紹巴の第三句「花防つる流れの末を関とめて」は、
そも
何かを寓する。「其方の目がおれに何か云つ
てゐるやうに
思はれ
てならな
かった3（光秀）、「今日はあなた様のお眼力が胸に編
.
C
It 
．いて怖う御座いま 3（紹巴）、「
闇の中に巣が腐いてゐるが、
其方の目が集の目 やう お
れには見えるよ
9
「巣のやうな其方
の目では光秀の心が兄えるか
9
（光秀
）
「わた
くしはあ
なた様
ひい會
の御贔展に預つ ゐる平凡な迎歌師で御座います。どうしてあなた様 お心の中がわ
かりませう1（柘巴）信長殺害の野心を抱く
光秀の心を見すかす紹巴の目を、光秀は何と
なく怖れ
る。
それは
光秀の決起の成否を占う恐ろぺき目である。それ 光秀は「おれ
の発句の意味が実際にどう働くか
、其方のその目でよく見るやう
ィ
い（・“
にしろ3と言って、紹巴を戦場へ連れてゆこうとす
るし
かし、
紹巴は光秀の前から
一時姿をくらます
。倍長殺害の目的
を果した
後の六月十日、紹巴は再び光秀の前に姿を現す。光秀の運を左右すると思われた
紹巴は
、家来の斎藤内蔵
助に
よって縛られる。紹
巴は、忍びこんだ野武士をたぶ かして細 解かせる。六月十三日の夜、紹巴は、野武士に闇討ちされる 最後を目撃 る。「紹巴、月光にて藪 隙間から苦悶してゐ 顔を見て驚く光秀もそちらを見て驚きながら
、トポ／ヽと行過ぎる
3
光秀の謀
反の始終を兄届けた紹巴は、われとわが身 疑い震えている。紹巴が怯えたの
は、事の成行きを正確に予見
する自分の目の確かさ
にあ
ったのだ。
本稿は、一応昭和六十二年十一月十五日に脱稿され、学生の前
に発表された。その際蠣の目につ
いては、一応錢花の影囁を予想
しつつも、十分の証拠がなへまま
に保留にしてお
いた。その後黄
ノ
幼欣がチェーホフの『かき」の投彩を指摘し、私も更に鍋花の『歌行燈」に蠣の目を 兄した。よってその部分を誓き足した。
白烏
がチェーホフ 名 知
ったのは、彼の「文咀五十年」（←竺＃
ー一和紅叩芦蛭年）によろと、日露戟争開始の直前に「小栗風葉から、
紅葉が門人瀕沼夏薬と共訳の形で、ロシ
ャの
チェホ7とかい
五
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ふ作家の短篇を翻訳してゐる
とい
ふことを聞いた」のが始めであ
る。
同年六月に臼烏
は、
チェーホフの「敵』をr不迎くらぺ」と
題して「太賜」に訳敲した。翌月二日、
チェーホフは没し
た。日
露戦争に
よって日本人のロシャヘの関心は高まり、
その最中にチ
ェーホフが死ん
だことに
よって、
彼に対する声価は一挙に上昇し
た。戯曲に関心を持つ白烏が、
明治四十年二月に結成された小山
内薫のイブセン会に出入りし、
そこで
小山内からチェーホフの戯曲
を含む多くの作品 ついての知識を得たことは、
前述のとおりで
ある。
この白烏に対する
チェーホフの全面的な影響についての調
査は黄幼欣に期待し、
本稿では、
かきの目に関することのみを取
り上げた。
尚鋭花の目の描写に対すろ
潤査も継続しなけれ
ばなら
ないことはgうま
でもない。
＇
一方箪者の指導を受けた越笞美保は、
昭和六十三年三月の「岡
大固文論稿」＋五号に、
「正宗白烏の眼力」
を
発表した。これは
「徒労」以外の目の描写を取り上げ、
それを白
烏の批評精神と結
ぴつけて論じた
ものである。当然本稿と内容趣旨ともに露なるが、
本稿は主として
「徒労」 目を中心とし、
越智の論を補足する形
にした。両者を併況されろ
ように希望すろ。
このように白
鳥の作品における
の役割りを扱って感ずること
は、
白馬を当時の自然主荼作家とひとしなみに自然主義の枠に閉
じこめ
ていい
かどうかという問題である。
白烏は、
自然主義の牙
城であ
ろ
早稲田大学の出身で、
坪内逍遥の薫陶を受け、
岩野咆栂
・近松秋江·真山肖果・徳田秋声•田山花袋•島崎藤村らと親しく、
晩年の独歩にも接近した。
この独歩の評価を高めた最初の人
が白烏であった。
これについて、
『我が生涯と文学」（新生社昭
和二十一年二月刊）に、
次のように述ぺてある。
国木田独歩は、
硯友社系統の小説とは
全然異っ
た作風の短罰
を、
早くから発表してゐたのであったが、
批評家に問四にさ
れず、
世間の読者からも歓
迎せられ
なかっ
た。それが、戦争
中か
ら戦争後にかけて、
「独歩集』をはじめ、
旧作を集めた
二三の文集が出版されろと、
俄か
に文坦の注意を惹いて、
非
凡な作家であり、
非凡な作品であると讚美されだした。私は、
新聞社に寄贈された新版のr独歩集』を栂然手にして、．何気なく読んでゐるうちに、
非常に面白く
なつて、
全部を通続し
た。そして、
読後感を新聞に掲戦した
。独
歩推哉の最初の批
．評であったと思ふ。
この白烏の独歩評は、
明治三十八年八月二日
の
「読売新闘」に戟
った「「独歩集」
を
読む」に示されたものであ
ろ。
この中で白烏
は、
独歩の作品を小説らしからぬものとし、
叙述の方法も文章も
不器用だとしつ
つも
、
「其の思想を
最短
距雄の文字によりて写し
たのがうれし
い」との感想を洩らした。
白烏は思ったことを廻り
94 
遠く勿体ぶって苔く見えすいた虚宮を鎌い、
単純率直さを愛した。
独歩はその詐術を弄さぬ
点にお
いて白馬に通じて
い
た。思ったま
まをそのまま写す手法は、
即ち自然主義の本領であるが、
それが
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事の表面のみならず、
事の真相を穿つに至れば、
象徴主義に転ず
ろ 。
白 烏 の 小 説 の 主 人 公 の 目 に 写 る 世 界 は 、 可 視 的 な 世 界 或 は 常
識的な認識を超えていろが故に、
何となく無気味である。
これが
白烏の見ていた物とすれば、
彼は果して単なる自然主義に一括し
て い い も の で あ ろ う か 。
（岡山大学文学部教授）
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